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福
井
工
業
大
学
後
援
会
の
会
員
の
皆
様
、
及
び
関
係
者
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
後
援

会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
に

続
き
令
和
六
年
度
、
後
援
会
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
廣
瀬
隆
幸
と
申
し
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
精
一
杯
つ
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
本
年
度
ご
入
学
さ
れ
ま
し
た
四
六
七
名
の
学
生
の
皆
様
、
保
護

者
の
皆
様
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
福
井
工
業
大
学
後
援
会
の

概
要
に
つ
い
て
少
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

後
援
会
は
福
井
工
業
大
学
に
在
学
す
る
学
生
の
保
護
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
の
方
針
に
よ
り
、
本
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
大
学
と
学
生
及
び
家

庭
と
の
連
携
を
密
に
し
、
教
育
事
業
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
事
業
は
後

援
会
会
費
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
保
護
者
懇
談
会
事
業
』、『
学
生
活
動
支
援
事
業
』、『
広
報
・
通
信
事
業
』、『
講
演
会

事
業
』
の
四
つ
の
事
業
を
立
ち
上
げ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
『
保
護
者
懇
談
会
事
業
』
で
は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
地
区
懇
談
会
を
実
施
す

る
と
と
も
に
十
月
に
は
秋
季
保
護
者
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
対
面
で
の
実
施
が
困
難
な
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
懇
談
が
実
施
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
遠
方
に
お
住
ま
い
の

保
護
者
の
皆
様
と
も
、
担
当
教
員
と
の
面
談
が
で
き
る
よ
う
構
築
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
近
年
は
保
護
者
の
就
職
に
係
る
関
心
が
高
く
、
対
面
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に

て
就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　『
学
生
活
動
支
援
事
業
』
で
は
、
学
生
生
活
に
お
け
る
諸
活
動
に
対
す
る
補
助
と
し

て
、
全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
、
大
学
祭
開
催
費
の
一
部
補
助
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
就
職
手
帳
の
配
布
や
就
職
支
援
に
対
す
る
補
助
、
英
語
教
育

の
支
援
と
し
て
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受
験
料
の
補
助
と
外
国
語
学
研
修
の
渡
航
費
の
一
部
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
生
の
健
康
及
び
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
費
用
の
一
部
補
助
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
バ
ス
内
で
の
学
食
の
認
知
が
低
下
し
ま
し

た
。
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
無
料
ラ
ン
チ
チ
ケ
ッ
ト
配
布
を
一
昨
年
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
昨
年
の
倍
以
上
の
８
回
分
の
チ
ケ
ッ
ト
配
布
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
大
学
祭
に
お
い
て
も
、
後
援
会
よ
り
模
擬
店
を
出
店
し
、
学
生
た
ち

と
一
緒
に
学
校
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　『
広
報
・
通
信
事
業
』
で
は
、
年
二
回
の
後
援
会
報
の
発
刊
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　『
講
演
会
事
業
』
で
は
、
保
護
者
向
け
就
職
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
が
昨
年
の
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
５
類
感

染
症
へ
の
移
行
と
と
も
に
生
活
ス
タ
イ
ル
が
ほ
ぼ
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
我
々
後
援

会
も
活
動
を
見
直
し
な
が
ら
変
化
し
コ
ロ
ナ
前
の
活
発
な
活
動
に
戻
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
私
達
、
後
援
会
役
員
は
、
保
護
者
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
す
べ
て
の
学
生

へ
何
ら
か
の
支
援
を
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
今
後
も
企
画
・
立
案
し
て
参
り
ま
す
。

活
動
に
対
し
ま
し
て
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

福
井
工
業
大
学
後
援
会　

会　

長 

廣
　
瀬
　
隆
　
幸

ご
　
挨
　
拶
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（順不同）

　

５
月
18
日
（
土
）
に
福
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
令
和
6
年
度
福
井
工
業
大

学
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
掛
下
学
長
は
じ
め
と
す
る
大
学
教
員
の
出
席
を
賜
り
、
学
長
挨
拶
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
導
入
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
教
育
研
究
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
工
科
系
総
合
大
学
と
し
て
社
会
や
地
域
が

求
め
る
人
材
育
成
へ
の
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
、
あ
わ
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
に
口
径

１
３
・５
ｍ
の
ア
ン
テ
ナ
が
完
成
し
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
、
宇
宙
通
信

及
び
宇
宙
観
測
の
研
究
拠
点
と
し
て
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

総
会
に
は
総
会
員
数
１
９
６
０
名
中
、
委
任
状
６
４
４
名
と
総
会
21
名
の
出

席
を
も
っ
て
、
後
援
会
規
約
第
4
章
第
15
条
第
1
項
に
よ
り
総
会
成
立
の
報
告

後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
第
1
号
議
案
「
令
和
5
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
」
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
山
田
監
事
よ
り
会
計
監
査
の

結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
旨
報
告
が
あ
り
、
両
議
案
と
も
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
第
2
号
議
案
「
令
和
6
年
度
役
員
改
選
の
件
」
の
審
議
で
は
、
令

和
5
年
度
を
も
っ
て
副
会
長
以
下
役
職
者
12
名
が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴

い
、
今
年
度
は
、
新
た
に
、
副
会
長
１
名
、
監
事
1
名
、
新
任
理
事
10
名
、
計

12
名
の
方
々
が
、
役
員
会
に
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
引
き
続
き
会
長
に
就
任
さ
れ
た
廣
瀬
会
長
が
議
長
を
務
め
、
第
3
号

議
案
「
令
和
6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
計
画
（
案
）」
の
審
議

に
入
り
、事
業
計
画
（
案
）
と
し
て
「
主
要
行
事
事
業
」「
就
職
活
動
支
援
事
業
」「
ク

ラ
ブ
活
動
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
年
次
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
前

年
度
初
め
て
実
施
し
、
好
評
を
得
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
「
学
食
利
用
促
進
イ
ベ
ン

ト
」
を
毎
月
実
施
す
る
こ
と
が
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
学
内
試
験
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
海
外
語
学
研
修
、
課
外
活
動
の

支
援
事
業
に
補
助
を
行
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

収
支
予
算
（
案
）
で
は
、
昨
年
の
実
績
お
よ
び
新
規
事
業
を
勘
案
し
た
収
支
予

算
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
が
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
議
案
審
議
終
了
の
後
、
令
和
5
年
度
を
も
っ
て
役
員
任
期
満
了
と
な
っ

た
8
名
の
方
々
へ
感
謝
状
を
贈
呈
、
後
日
郵
送
す
る
旨
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令 和 6 年 度

後援会定期総会
報告について

令和6年度  福井工業大学後援会役員

理　事 福井県 田　村　成　実
理　事 福井県 宮　澤　挙　江
理　事 福井県 佐　藤　眞　喜
理　事 京都府 増　田　義　人
理　事 大阪府 川　崎　千　左
理　事 愛知県 大　西　弥　生
理　事 佐賀県 立　川　　　実
理　事 熊本県 石　松　しのぶ
理　事 福井県 三田村　光　代
理　事 福井県 大　西　真　盛
理　事 石川県 鍜　冶　智　恵
理　事 石川県 髙　瀬　百合子
理　事 富山県 薄　島　健　志

理　事 愛知県 永　井　隆　之
理　事 滋賀県 竹　村　　　孝
理　事 兵庫県 北　内　克　幸
理　事 佐賀県 古　川　留美香
理　事 大分県 山　内　裕　恵
理　事 福井県 藤　田　美　保
理　事 京都府 由　良　みどり
理　事 福井県 西　村　良　子
理　事 福井県 林　　　紀　幸
理　事 福井県 伊　藤　真　樹
理　事 奈良県 冨　永　義　次
理　事 福井県 山　内　康　充
理　事 福井県 平　田　智　美

理　事 富山県 細　川　　　哲
理　事 沖縄県 具　志　千代子
理　事 鳥取県 地　頭　一　美
理　事 福井県 元　山　由　紀
理　事 福井県 末　政　　　薫
理　事 福井県 奥　村　竜　也
理　事 富山県 山　崎　雅　樹
理　事 福井県 西　川　　　裕
理　事 福井県 穴　田　道　代
理　事 福井県 川　瀬　芳　枝
理　事 福井県 田　島　由　希

副会長 福井県 山　田　英　信
監　事 福井県 宮　下　泰　浩

副会長 福井県 川　畑　文　美
監　事 福井県 横　山　る　み

会　長 福井県 廣　瀬　隆　幸
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＊1　創立80周年記念積立金　令和5年度末残高は 1,200,036円

[ 収入の部 ] （単位　円）

項　　目 予算額 決算額 予算との差異 備　　考

会 費  15,765,000  15,645,000  120,000 

    会 　 費  15,765,000  15,645,000  120,000 ＠7,500×2,086名

雑 収 入  10,000  40,647   △30,647 

    雑 収 入  10,000  40,647   △30,647 預金利子、大学祭模擬店売上

積 立 金 収 入  300,000  300,000  0 

    積立金収入  300,000  300,000  0 

前年度繰越金  10,732,250  10,732,250 

収入の部合計  26,807,250  26,717,897  89,353 

[ 支出の部 ] （単位　円）

項　　目 予算額 決算額 予算との差異 備　　考

会 議 費  300,000  177,500  122,500 

    会 議 費  300,000  177,500  122,500 役員会会議費、定期総会費用等

需 用 費  1,750,000  1,154,923  595,077 

    消耗品費  100,000  54,208  45,792 送付用封筒、文房具

    通 信 費  1,450,000  1,055,945  394,055 総会、会報、各種案内発送

    印 刷 費  200,000  44,770  155,230 上記資料・発送用封筒印刷費

事 業 費  16,700,000  16,303,550  396,450 

    厚 生 補 導 費  4,100,000  1,144,860  2,955,140 予防接種26万、
食育支援88.5万

    クラブ活動費  6,000,000  10,780,265   △4,780,265 全国大会出場補助

    英語留学支援費  1,500,000  1,016,000  484,000 
TOEIC受験、海外研
修（タイ）、海外語学
留学補助（イギリス）

    就 職 支 援 費  2,500,000  1,302,800  1,197,200 キャリアセンター事業

    地 区 活 動 費  1,200,000  669,045  530,955 地区懇談会開催費用、就職セミナー費用

    創立記念積立金  300,000  300,000  0 

    会 報 発 行 費  1,100,000  1,090,580  9,420 年2回発行

慶 弔 費  100,000  40,000  60,000 

    慶 弔 費  100,000  40,000  60,000 

旅 費  1,000,000  288,750  711,250 

    旅 　 費  1,000,000  288,750  711,250 役員会等における役員移動費

大学祭補助費  1,000,000  1,000,000  0 

    大学祭補助費  1,000,000  1,000,000  0 

雑 費  50,000  46,970  3,030 

    雑 　 費  50,000  46,970  3,030 振込手数料等

予 備 費  5,907,250  0  5,907,250 

    予 備 費  5,907,250  0  5,907,250 

その他の支出  0  540,431   △540,431 

    前期末未払金  0  538,431   △538,431 

    前払金支払支出  0  2,000   △2,000 

資金支出調整勘定  0   △1,000,550  1,000,550 

    期末未払金  0   △1,000,550  1,000,550 

次年度繰越金  0  8,166,323   △8,166,323 

支出の部合計  26,807,250  26,717,897  89,353 

令和5年度  収支決算書
（令和5年4月1日〜令和6年3月31日）

[ 収入の部 ] （単位　円）

項　　目 前年度決算額 本年度予算額 前年度決算
額との差異 備　　考

会 費  15,645,000  14,700,000  945,000 

    会 　 費  15,645,000  14,700,000  945,000 ＠7,500×1,960名

雑 収 入  40,647  10,000  30,647 

    雑 収 入  40,647  10,000  30,647 預金利子

積 立 金 収 入  300,000  300,000  0 

    積立金収入  300,000  300,000  0 ＊1

前年度繰越金  10,732,250  8,166,323  2,565,927 

収入の部合計  26,717,897  23,176,323  3,541,574 

[ 支出の部 ] （単位　円）

項　　目 前年度決算額 本年度予算額 前年度決算
額との差異 備　　考

会 議 費  177,500  200,000   △22,500 

    会 議 費  177,500  200,000   △22,500 役員会会議費、 定期総会費用等

需 用 費  1,154,923  1,400,000   △245,077 

    消耗品費  54,208  100,000   △45,792 送付用封筒、文房具

    通 信 費  1,055,945  1,100,000   △44,055 総会、会報、各種案内発送

    印 刷 費  44,770  200,000   △155,230 上記資料・発送用封筒印刷費

事 業 費  16,303,550  15,000,000  1,303,550 

    厚生補導費  1,144,860  3,500,000   △2,355,140 
予防接種50万、 
食育支援300万
（@500×8回）

    クラブ活動費  10,780,265  6,000,000  4,780,265 全国大会出場補助

英語留学支援費  1,016,000  1,500,000   △484,000 TOEIC受験、海外研修（タイ）、
海外語学留学補助（夏・春）

    就職支援費  1,302,800  1,800,000   △497,200 キャリアセンター事業

    地区活動費  669,045  800,000   △130,955 就職セミナー費用、地区懇談会用

    創立記念積立金  300,000  300,000  0 

    会報発行費  1,090,580  1,100,000   △9,420 年2回発行予定

慶 弔 費  40,000  100,000   △60,000 

    慶 弔 費  40,000  100,000   △60,000 

旅 費  288,750  500,000   △211,250 

    旅 費  288,750  500,000   △211,250 役員会等における役員移動費、地区懇談会交通費

大学祭補助費  1,000,000  500,000  500,000 

    大学祭補助費  1,000,000  500,000  500,000 

雑 費  46,970  50,000   △3,030 

    雑 　 費  46,970  50,000   △3,030 

予 備 費  0  5,426,323   △5,426,323 

    予 備 費  0  5,426,323   △5,426,323 

その他の支出  540,431  0  540,431 

    前期末未払金  538,431  0  538,431 

    前払金支払支出  2,000  0  2,000 

資金支出調整勘定   △1,000,550  0  △1,000,550 

    期末未払金   △1,000,550  0  △1,000,550 

次年度繰越金  8,166,323  0  8,166,323 

支出の部合計  26,717,897  23,176,323  3,541,574 

令和6年度  収支予算書
（令和6年4月1日〜令和7年3月31日）
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5

月 主要行事 就　職　活　動　支　援 ク　ラ　ブ　活　動　支　援
4 ・�入学式（4/3）
・�後援会会報第68号発行（4/15）

・�GPS�アカデミック（自己分析Webテスト）（4/4 〜 8）
・��就職ガイダンス①�
「就職サイトの登録（マイナビ、リクナビ、就職支援ナビ）」（4/18）
・留学生就職ガイダンス①�
「就活スタート講座」（4/25）

・��日本学生陸上競技個人選手権大会（陸上競技部）
・�全日本輪島競歩大会（陸上競技部）
・�日本グランプリシリーズ　織田記念国際陸上競技大会（陸上競技部）
・�センターリーグ戦（女子硬式野球部）

5 ・�後援会役員会（5/11）
・�後援会定期総会（5/18）
・�保護者個別懇談会【福井地区】（5/18）
・�学食利用促進イベント（5/20 〜 31）

・��就職ガイダンス②�
「インターンシップに向けた仕事研究ポイント講座」（5/16）
・�大学院生対象�就職ガイダンス①（5/16）

・�全日本学生長距離選手権大会（カヌー部）
・�全日本大学女子硬式野球選手権（女子硬式野球部）
・�センターリーグ戦（女子硬式野球部）
・�東日本大学選手権大会（空手部）

6 ・�保護者個別懇談会【オンライン】（6/1）
・�就職支援講座【石川地区】（6/8）
・�保護者個別懇談会【石川地区】（6/8）
・�就職支援講座【富山地区】（6/22）
・�保護者個別懇談会【富山地区】（6/22）
・�TOEIC 学内試験（6/1）
・�学食利用促進イベント（6/10 〜 21）

・�就職ガイダンス③�
「インターンシップ選考対策講座」（6/6）
・�業界研究イベント�
「工大学生限定！業界の枠を超えたネットではわからない “ 採用担当者
のホンネ”」（6/20）

・�東日本大学バレーボール選手権大会（バレーボール部）
・�日本陸上競技選手権大会（陸上競技部）
・�センターリーグ戦（女子硬式野球部）
・�全日本学生柔道優勝大会（柔道部）
・�全日本大学野球選手権大会（硬式野球部）
・�全日本学生選手権大会（空手部）
・�中部学生自馬競技会（馬術部）
・�全国大学ゴルフ対抗戦（ゴルフ部）
・�日本アマチュアゴルフ選手権（ゴルフ部）
・�日本女子アマチュアゴルフ選手権（ゴルフ部）

7 ・�TOEIC 学内試験（7/13）
・�学食利用促進イベント（7/16 〜 26）

・�特別企画�
「準備レベル別に講座を選べる！インターシップ直前駆け込み寺」（7/11）
・�【2年生対象】就職ガイダンス①（7/24）
・�就職ガイダンス④�
「学園理事長から就活生に向けて」（7/25）

・�全日本学生剣道選手権大会（剣道部）
・�全日本女子学生剣道選手権大会（剣道部）
・�日本グランプリシリーズ　オールスターナイト陸上（陸上競技部）
・�センターリーグ戦（女子硬式野球部）
・�中部学生選手権水泳競技大会（水泳部）
・�北陸オープンゴルフトーナメント（ゴルフ部）
・�全日本大学王座決定戦（男女ホッケー部）

8 ・�海外語学研修（8/24 〜 9/8）【オースト
ラリア】

・�海外インターンシップ（8月中旬〜下旬）
・�企業研究バスツアー（1、2年生対象）（8/8）

・�関西学生カヌースプリント選手権大会（カヌー部）
・�全日本学生カヌースプリント選手権大会（カヌー部）
・�全日本大学女子硬式野球選手権大会（女子硬式野球部）
・�日本学生選手権水泳競技大会（水泳部）
・�日本学生ゴルフ選手権（ゴルフ部）
・�日本女子学生ゴルフ選手権（ゴルフ部）
・�全日本大学軟式野球選抜大会（軟式野球部）

9 ・�後援会会報第69号発行（9/15予定）
・�前期末学位記授与式（9月下旬）
・�学食利用促進イベント（9/24 〜 10/4）

・�就職ガイダンス⑤�
「GPS�アカデミック（自己分析Webテスト）フォローアップガイダンス」（9/26）

・�日本学生陸上競技対校選手権大会（陸上競技部）
・�全日本カヌースプリント選手権大会（カヌー部）
・�全日本ジュニア体重別選手権大会（柔道部）
・�全日本大学サッカートーナメント総理大臣杯（サッカー部）
・�日本オープンゴルフ選手権（ゴルフ部）
・�日本女子オープンゴルフ選手権（ゴルフ部）
・�環太平洋ゴルフスーパーリーグ（ゴルフ部）
・�東海クラシック（ゴルフ部）

10 ・�大学祭（10/12 〜 13）
・�TOEIC 学内試験（10/19）
・�学食利用促進イベント（10/21 〜 31）
・�保護者懇談会【AM：オンライン、PM 福
井地区】（10/26）
・�就職セミナー【福井地区】（10/26）

・�就職ガイダンス⑥�
「秋冬インターシップへ向けた後期スタートアップ講座」（10/3）
・�大学院生対象�就職ガイダンス②（10/3）
・�就職ガイダンス⑦�
「合同説明会の参加の仕方」（10/24）
・�海外インターンシップ成果発表会

・�全日本学生剣道優勝大会（剣道部）
・�日本陸上競技選手権大会リレー競技（陸上競技部）
・�全日本35km 競歩高畠大会（陸上競技部）
・�全日本吹奏楽コンクール（吹奏楽部）
・�全日本女子硬式野球選手権大会（女子硬式野球部）
・�全日本学生柔道体重別選手権大会（柔道部）
・�全日本学生柔道体重別団体優勝大会（柔道部）
・�東海・�北陸・�愛知三連盟王座決定戦（硬式野球部）
・�中部学生馬術選手権大会（馬術部）
・�中部学生馬術女子選手権大会（馬術部）
・�全日本学生馬術大会（馬術部）
・�常陸宮杯争奪全日本学生ゴルフ選手権（ゴルフ部）
・�常陸宮妃杯争奪全日本女子学生ゴルフ選手権（ゴルフ部）

11 ・�学食利用促進イベント（11/18 〜 28）
・�TOEIC 学内試験（11/30）

・�留学生就職ガイダンス②�
「履歴書対策講座」（11/14）
・�特別企画�
「準備レベル別に講座を選べる！秋の就活駆け込み寺」（11/7）

・�秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会（バレーボール部）
・�全日本女子学生剣道優勝大会（剣道部）
・�明治神宮野球大会（硬式野球部）
・�全日本学生選手権大会（男女ホッケー部）
・�全日本選手権大会（男女ホッケー部）
・�全日本大学選手権大会（空手部）
・�全日本学生馬術選手権大会（馬術部）
・�全日本学生馬術女子選手権大会（馬術部）
・�全日本ゴルフスーパーリーグ（ゴルフ部）
・�文部科学大臣杯争奪日本学生ゴルフ王座決定戦（ゴルフ部）
・�文部科学大臣杯争奪日本女子学生ゴルフ王座決定戦（ゴルフ部）

12 ・�学食利用促進イベント（12/9 〜 17） ・�就活用証明写真撮影会�
・�学内合同企業研究会（12/3 〜 13）

・�全日本大学サッカーインデペンデンスリーグ（サッカー部）
・�全日本大学サッカー新人戦（サッカー部）

1 ・�学食利用促進イベント（1/14 〜 24） ・�【2年生対象】就職ガイダンス②（1/22）
・�特別企画�
「準備レベル別に講座を選べる！就活直前駆け込み寺」（1/23）

・�全日本大学サッカーインデペンデンスリーグ（サッカー部）
・�全日本大学サッカー新人戦（サッカー部）

2 ・�海外語学研修（2月下旬〜 3月上旬）
【アメリカ】

・�【2年生対象】�キャリアリーダーズキャンプ（早期就活集中セミナー）3日間
・�企業研究バスツアー（1、2年生対象）

・�日本陸上競技選手権大会室内競技（陸上競技部）
・�日本陸上競技選手権大会20km 競歩（陸上競技部）

3 学位記授与式（3/14） ・�海外派遣選手最終選考会（カヌー部）
・�全日本アンサンブルコンテスト（吹奏楽部）
・�中部日本個人・�重奏コンテスト本大会（吹奏楽部）

令和6年度 後援会　事業計画

※就職活動支援通年開催　• 業界・職種研究会【学科別 / 地域別など】　• 個別指導【学科別】（エントリーシート・履歴書添削、模擬面接等）　　　　
　　　　　　　　　　　　• 学内個別説明会（4年生対象）、仕事セミナー（3年生対象）　• 就職試験対策講座



永平寺参禅研修を
実施しました 　

令
和
６
年
５
月
11
日
（
土
）、
18
日
（
土
）、
25
日
（
土
）、
６
月
８
日
（
土
）
の
４
班

に
分
け
て
、
新
入
生
を
対
象
と
し
た
永
平
寺
参
禅
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
道
元
禅
師
に
よ
る
御
開
創
以
来
約
７
７
０
年
続
け
ら
れ
て
き
た
修
行
の

一
部
を
参
加
者
全
員
で
実
体
験
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
心
身
を
磨
き
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
座
禅
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
事
や
歩
く
動
作
な
ど
の
日
常
生
活
す
べ
て
が
修

行
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10：30～ 11：00 開講式

11：00～ 12：00 座　禅

12：00～ 13：00 昼　食

13：00～ 14：00 座　禅

14：00～ 15：00 法　話

15：00～ 16：00 見　学

16：00～ 16：30 閉講式

【1日のスケジュール】
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研　修　先

研　修　内　容

サザンクロス大学（協定校）

英語研修、サーフィン体験、
現地小学校訪問など

研　修　先

研　修　内　容

ハワイ大学 マノア校（協定校）

英語研修、
パールハーバー見学、
ホノルル市内見学など

研　修　先

研　修　内　容

London House School of English
 (ブリティッシュカウンシル公認英語学校 )

英語研修、
カンタベリー大聖堂見学、
ロンドン市内見学など

イギリス 研 修 アメリカ 研 修 オーストラリア研修

　
英
語
科
目
「
海
外
語
学
研
修
」
の
授
業
と
し

て
、
長
期
休
暇
中
に
英
語
圏
で
の
語
学
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
研
修
中
は
現
地
の
家
庭
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
研
修
先
で
英
語
研
修

を
受
け
る
ほ
か
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に

参
加
し
ま
す
。

対
　
　象
／
学
部
１
〜
４
年
生

日
　
　程
／
夏
期
／
８
月
中
旬
〜
９
月
中
旬
、

　
　 

　
　  

春
期
／
２
月
中
旬
〜
３
月
中
旬

研
修
期
間
／
２
週
間
も
し
く
は
４
週
間

研
修
費
用
／
約
50
〜
65
万
円

単
位
付
与
／
海
外
語
学
研
修
（
４
単
位
）

※

令
和
６
年
度
春
期
研
修
は
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

令 和 5 年 度 夏 期 イギリス 研 修 報 告

　令和5年8月19日～9月3日にかけて、
イギリス語学研修をケント州ウエストゲイトに
あるLondon House School of Englishに
て実施しました。
　1年生～ 4年生まで9名の学生が参加
し、現地の家庭でホームステイをしながら生
きたイギリス英語・文化を学びました。

【研修スケジュール】
事前研修：7月22日
海外旅行の注意点、現地での危機管理対策、研修国の基礎知識など

現地研修：8月19日～9月3日
英語研修、ロンドン市内見学など

事後研修：10月5日
ポスター発表形式での成果報告

授業風景 バッキンガム宮殿前にて 成果発表の様子

●初対面同士のグループで課題に取り組む際に、
　日本語なしでも乗り越えることができたことで自信がついた。

●英語が話せなくても自分から積極的に話しかけることの大切さを学んだ。
参加者の声

HELLO
HI！

海
外

語
学
研
修

Overseas study tours
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　女子学生から「女性専用の明るい雰囲気のゆっくり
できるスペースが欲しい。」という意見が多く出たた
め、学園レストランの一部を改装し、食事や休憩だけ
でなく、リラックスしながら勉強や読書できるスペー
スとして「FEMALE LOUNGE」を設置しました。
木製の壁・机・椅子の多く使用したシンプルモダンで落
ち着いた空間になっており、「快適に過ごせる憩いの
場」として、ぜひ利用してください。
　大きな窓ガラスから差し込む光で室内はとても明る
く、柔らかい間接照明の色や濃度を調整できることで、
時期や時間によってさまざまなシーンを演出します。

学園レストラン内に女子学生専用ラウンジが完成

　令和5年7月に学生サービスの向上と設
備充実を目的として大学1号館トイレを
リニューアルしました。各階の衛生器具
の整備や、内装をリニューアルし、アイ
ボリーを基調とした明るく柔らかい雰囲
気となりました。
　今後も福井工業大学は学生のための環
境整備を進めてまいります。

大学1号館トイレをリニューアルしました
◀女性用トイレ

▲屋外に設置した開放的なテラス席は、
　どなたでも利用可能です。
　ロードヒーティング（地面に埋めた機器を熱して
　雪を溶かす装置）を施してあるので、
　冬季でも安全にレストランに
　入ることができます。

▼男性用トイレ

空きコマや昼ご飯時に
毎日使用しています。
広くて綺麗で快適です。
３年　建築土木工学科
野尻　美沙希

ソファーの座り心地が
とても良いです。

また、おしゃれでかわいい
ラウンジだなと思いました。
３年　原子力技術応用工学科
ニティスク チャーンナッサワン

前の部屋より、
たくさんの人が使えるので、

良いと思います。
ソファーでゆっくりできるので
頻繁に利用しています。
３年　建築土木工学科
田中　麻利亜

Female student's

女子学生の声
voice

シューティング
ゲーム

UUFFUU RREETT
第61回 福井工業大学 大学祭

令和6年 10月12日㈯・13日㈰
両日10：00～17：00

今年も後援会で模擬店を出店します！
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応援団吹奏楽部
　
私
た
ち
応
援
団
吹
奏
楽
部
は
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
演
奏
の
技

術
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
と
、
地
域
の
皆
様
か

ら
の
ご
依
頼
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
演
、
他
校
と
の
合
同
演
奏
や
、
大
学
を
飛
び

出
し
様
々
な
地
域
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト「
Ｆ

Ｕ
Ｔ
ブ
ラ
ス
」
を
活
動
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
績
と
し
て
は
、
２
０
２
０
年

に
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
創

部
以
来
初
と
な
る
金
賞
代
表
を
獲
得
し
、
初
出
場

し
た
全
国
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
４
団

体
し
か
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
全
国
大
会「
金

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
が
大
き
く

飛
躍
し
ま
し
た
。
次
の
目
標
に
設
定
さ
れ
た
の
は

夏
に
開
催
さ
れ
る
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
全
国

大
会
出
場
で
す
。令
和
５
年
度
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
県
大
会
を
ト
ッ
プ
で
通
過
し
、
北
陸
大
会

で
は
実
に
42
年
ぶ
り
に
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

出
来
、
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
全
国
大
会
出
場
に
は
至
ら
ず
、
今
年
度
は
部
員

一
丸
と
な
っ
て
「
全
国
大
会
出
場
」
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
は
、
令
和
３
年
度
に
10
年
ぶ

り
に
定
期
演
奏
会
を
再
開
し
、
学
生
が
自
主
的
に

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
、
発
表
し
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
の
定
期
演
奏
会
で
は
創
部
50
周
年
を
迎
え

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
も
多
数
演
奏
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
総
勢
70
名
で
の
演
奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
ま
た
ク
ラ
ブ
の
名
称
に
も
あ
る
「
応
援
」
に
つ

い
て
も
、
硬
式
野
球
部
の
全
国
大
会
（
神
宮
大
会
）

で
の
応
援
を
実
施
し
て
お
り
、
後
援
会
の
皆
様
か

ら
の
お
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
総
勢
50
名
で
の

応
援
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吹奏楽コンクール北陸大会で
42年ぶりに金賞受賞

　
令
和
５
年
度
は
42
年
ぶ
り
の
北
陸
大
会
金
賞
受

賞
や
創
部
50
周
年
記
念
定
期
演
奏
会
開
催
な
ど
充

実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
も

後
援
会
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
支
え
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
、
部
員
全
員
で
神
宮
球
場
に
て
硬
式

野
球
部
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
試
合
を
応
援
す
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
吹
奏
楽
部
に
と
っ
て
も

部
が
団
結
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
福
井
工
業
大
学
応
援
団
吹
奏
楽
部

の
活
動
が
保
護
者
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
応
援
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
ま
で
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●プロフィール
大阪音楽大学卒業。同大学助手を経て、ドイツ国
立シュトゥットガルト芸術大学大学院入学。在学中
渡米し、ノースウェスタン大学においてR.マーチ
ン、インディアナ大学においてD.ペラントーニ各
氏に師事。同大学院修了後帰国。帰国後は関西
のオーケストラでの演奏を中心に活動し、2008年
より福井工業大学附属福井高校吹奏楽部顧問、
指揮者。2010年より福井工業大学吹奏楽部コー
チ、指揮者兼務。2018年より福井工業大学吹奏
楽部監督に就任。日本吹奏楽指導者協会会員。

　
私
が
監
督
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
２
０
１
８
年
は
部
員
も
９
名
と
少
な
く
、
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
も
難
し
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
少
し
ず
つ
部
員
が
増
え
、
２

０
２
２
年
に
は
30
名
の
部
員
と
と
も
に
自
主
公
演
と
な
り
ま
す
第
33
回
定
期
演
奏
会
を

10
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
創
部
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
を
お
迎
え
し
総
勢
70
名
で
創
部
50
周
年
記
念
第
35
回
定
期
演
奏
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
部
員
は
50
名
を
超
え
、
演
奏
活
動
は
県
内

に
留
ま
ら
ず
、
今
年
は
創
部
以
来
初
の
富
山
公
演
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
富
山
県

在
住
の
多
く
の
保
護
者
様
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
応
援
団
と
名
に

あ
る
通
り
、
吹
奏
楽
部
と
し
て
の
活
動
、
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
、
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
だ
け

で
な
く
野
球
部
の
全
国
大
会
応
援
に
も
毎
年
力
を
入
れ
て
お
り
、
後
援
会
の
皆
様
か
ら

の
お
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
部
員
全
員
で
神
宮
球
場
に
て
応
援
も
さ
せ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
充
実
し
た
活
動
が
行
え
て
お
り
ま
す
。

　
定
期
演
奏
会
の
開
催
は
、
普
段
よ
り
多
く
の
作
品
を
演
奏
す
る
た
め
の
膨
大
な
練
習

量
、
ホ
ー
ル
借
用
、
チ
ラ
シ
作
成
等
の
た
め
の
多
額
の
費
用
と
そ
の
捻
出
に
加
え
、
集

客
の
た
め
の
告
知
活
動
な
ど
大
き
な
負
担
が
学
生
に
の
し
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
作
業
・
体
験
が
学
生
の
大
き
な
成
長
の
糧
と
な
る
こ
と
、
ま
た
部
員
間
に
新
た

な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
吹
奏
楽
部
と
し
て
定
期
演
奏
会

の
開
催
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
毎
年
集
客
に
は
大
変
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
記
事
を
お
読
み
い
た

だ
い
た
後
援
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
応
援
団
吹
奏
楽
部
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
音
楽
に
ふ
れ
る
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
い
た
だ

き
、
末
永
く
活
動
を
応
援
、
お
支
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3年 部長　栗木 友規

令
和
６
年
度
抱
負

応援団吹奏楽部監督
　　　上 野  元 久
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応援団吹奏楽部
　
私
た
ち
応
援
団
吹
奏
楽
部
は
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
演
奏
の
技

術
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
と
、
地
域
の
皆
様
か

ら
の
ご
依
頼
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
演
、
他
校
と
の
合
同
演
奏
や
、
大
学
を
飛
び

出
し
様
々
な
地
域
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト「
Ｆ

Ｕ
Ｔ
ブ
ラ
ス
」
を
活
動
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
績
と
し
て
は
、
２
０
２
０
年

に
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
創

部
以
来
初
と
な
る
金
賞
代
表
を
獲
得
し
、
初
出
場

し
た
全
国
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
４
団

体
し
か
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
全
国
大
会「
金

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
が
大
き
く

飛
躍
し
ま
し
た
。
次
の
目
標
に
設
定
さ
れ
た
の
は

夏
に
開
催
さ
れ
る
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
全
国

大
会
出
場
で
す
。令
和
５
年
度
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
県
大
会
を
ト
ッ
プ
で
通
過
し
、
北
陸
大
会

で
は
実
に
42
年
ぶ
り
に
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

出
来
、
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
全
国
大
会
出
場
に
は
至
ら
ず
、
今
年
度
は
部
員

一
丸
と
な
っ
て
「
全
国
大
会
出
場
」
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
は
、
令
和
３
年
度
に
10
年
ぶ

り
に
定
期
演
奏
会
を
再
開
し
、
学
生
が
自
主
的
に

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
、
発
表
し
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
の
定
期
演
奏
会
で
は
創
部
50
周
年
を
迎
え

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
も
多
数
演
奏
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
総
勢
70
名
で
の
演
奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
ま
た
ク
ラ
ブ
の
名
称
に
も
あ
る
「
応
援
」
に
つ

い
て
も
、
硬
式
野
球
部
の
全
国
大
会
（
神
宮
大
会
）

で
の
応
援
を
実
施
し
て
お
り
、
後
援
会
の
皆
様
か

ら
の
お
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
総
勢
50
名
で
の

応
援
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吹奏楽コンクール北陸大会で
42年ぶりに金賞受賞

　
令
和
５
年
度
は
42
年
ぶ
り
の
北
陸
大
会
金
賞
受

賞
や
創
部
50
周
年
記
念
定
期
演
奏
会
開
催
な
ど
充

実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
も

後
援
会
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
支
え
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
、
部
員
全
員
で
神
宮
球
場
に
て
硬
式

野
球
部
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
試
合
を
応
援
す
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
吹
奏
楽
部
に
と
っ
て
も

部
が
団
結
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
福
井
工
業
大
学
応
援
団
吹
奏
楽
部

の
活
動
が
保
護
者
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
応
援
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
ま
で
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●プロフィール
大阪音楽大学卒業。同大学助手を経て、ドイツ国
立シュトゥットガルト芸術大学大学院入学。在学中
渡米し、ノースウェスタン大学においてR.マーチ
ン、インディアナ大学においてD.ペラントーニ各
氏に師事。同大学院修了後帰国。帰国後は関西
のオーケストラでの演奏を中心に活動し、2008年
より福井工業大学附属福井高校吹奏楽部顧問、
指揮者。2010年より福井工業大学吹奏楽部コー
チ、指揮者兼務。2018年より福井工業大学吹奏
楽部監督に就任。日本吹奏楽指導者協会会員。

　
私
が
監
督
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
２
０
１
８
年
は
部
員
も
９
名
と
少
な
く
、
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
も
難
し
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
少
し
ず
つ
部
員
が
増
え
、
２

０
２
２
年
に
は
30
名
の
部
員
と
と
も
に
自
主
公
演
と
な
り
ま
す
第
33
回
定
期
演
奏
会
を

10
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
創
部
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
を
お
迎
え
し
総
勢
70
名
で
創
部
50
周
年
記
念
第
35
回
定
期
演
奏
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
部
員
は
50
名
を
超
え
、
演
奏
活
動
は
県
内

に
留
ま
ら
ず
、
今
年
は
創
部
以
来
初
の
富
山
公
演
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
富
山
県

在
住
の
多
く
の
保
護
者
様
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
応
援
団
と
名
に

あ
る
通
り
、
吹
奏
楽
部
と
し
て
の
活
動
、
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
、
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
だ
け

で
な
く
野
球
部
の
全
国
大
会
応
援
に
も
毎
年
力
を
入
れ
て
お
り
、
後
援
会
の
皆
様
か
ら

の
お
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
部
員
全
員
で
神
宮
球
場
に
て
応
援
も
さ
せ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
充
実
し
た
活
動
が
行
え
て
お
り
ま
す
。

　
定
期
演
奏
会
の
開
催
は
、
普
段
よ
り
多
く
の
作
品
を
演
奏
す
る
た
め
の
膨
大
な
練
習

量
、
ホ
ー
ル
借
用
、
チ
ラ
シ
作
成
等
の
た
め
の
多
額
の
費
用
と
そ
の
捻
出
に
加
え
、
集

客
の
た
め
の
告
知
活
動
な
ど
大
き
な
負
担
が
学
生
に
の
し
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
作
業
・
体
験
が
学
生
の
大
き
な
成
長
の
糧
と
な
る
こ
と
、
ま
た
部
員
間
に
新
た

な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
吹
奏
楽
部
と
し
て
定
期
演
奏
会

の
開
催
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
毎
年
集
客
に
は
大
変
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
記
事
を
お
読
み
い
た

だ
い
た
後
援
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
応
援
団
吹
奏
楽
部
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
音
楽
に
ふ
れ
る
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
い
た
だ

き
、
末
永
く
活
動
を
応
援
、
お
支
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3年 部長　栗木 友規

令
和
６
年
度
抱
負

応援団吹奏楽部監督
　　　上 野  元 久
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よ
る
特
別
講
演
会
も
開
催
。「
宇
宙
か
ら
学
ぶ
未
来

智
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
口
径
13
・
５
ｍ
は
、
北
陸
で
最
大
、
大
学
・
民
間

と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
大
き
さ
で
、
地
上
か
ら
約

38
万
㎞
離
れ
た
月
周
回
軌
道
の
衛
星
と
通
信
す
る
こ

と
が
で
き
、
国
内
の
大
学
で
は
唯
一
の
「
月
軌
道
ま
で

の
衛
星
運
用
が
可
能
」な
衛
星
地
上
局
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
１
日
、
本
学
あ
わ
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
に

口
径
13
・
５
ｍ
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
（
以
下
、
口
径

13
・
５
ｍ
）
が
完
成
し
、
県
内
外
の
企
業
や
自
治
体

な
ど
の
関
係
者
に
披
露
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
杉
本

福
井
県
知
事
を
は
じ
め
、
一
五
〇
名
ほ
ど
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
お
披
露
目
式
で
は
、
宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛
氏
に

　
福
井
工
業
大
学
で
は
、
２
０
１
９
年
に
Ａ
Ｉ
＆

Ｉｏ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
、
２
０
２
２
年
に
ま
ち
づ
く
り
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
、
ウ
ェル
ネ
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
、
２
０
２
３
年
に
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
２
０
２
４
年
に
、
福
井
工
業
大
学
あ
わ
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
衛
星
地
上
局
を
「
地
球
周
回
軌
道
か

ら
月
軌
道
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
衛
星
地
上
局
」

と
し
て
再
整
備
し
、
宇
宙
技
術
開
発
、
宇
宙
科

学
、
宇
宙
産
業
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
の
拠
点

形
成
と
地
域
貢
献
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
５
つ

目
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る
「
あ
わ
ら
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

13.5mパラボラアンテナお披露目式
並びに特別講演会を実施しました

あわら宇宙センターを
設立しました

毛利衛氏、杉本達治知事をはじめとする来賓者との記念撮影

挨拶をする掛下知行学長 13.5mパラボラアンテナ見学会の様子

※学部・学年は実施当時のものです

福井市内を走る
EVすまいるバスの
ラッピングを
附属福井高等学校と
共同でデザイン
　令和６年３月１２日、EVすまいるバスのラッピングのお披露目
式がおこなわれ、福井市西行市長をはじめ、多くの方が参加
され、試乗会もおこないました。
　京福バス株式会社から、福井市内を走る新しいEVすまいる
バスのラッピングデザイン制作の依頼があり、まちづくりデザイ
ンセンターと福井工業大学附属福井高等学校の生徒が協働し
デザインを提案。路線のイメージカラーの赤・青・緑・白＆カー
キをベースとした４色でカラーリングされたバスには、スマイル
（笑顔）の口元を連想させる文字がボディーに大きくレイアウト
されています。

【デザインに携わった皆さん】
福井工業大学環境情報部デザイン学科３年／粟木乃有さん・大橋音寧さん・山田彩月さん
福井工業大学附属福井高等学校進学科進学コースⅡ類デザイン分野２年／福井陽子さん
福井工業大学まちづくりデザインセンター／近藤 晶 准教授  
福井工業大学附属福井高等学校進学科進学コースⅡ類デザイン分野主任／竹内哲宏 教諭  
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　本学では学内でのTOEIC L&Rテストを実施しています。
　学内受験のメリットは、普段通うキャンパス内で受験がで
きることや団体受験による特別料金にて受験可能なこと、後
援会からの受験料一部補助により、外部受験より安く受験
ができることが挙げられます。
　本学では、TOEIC の成績が一定の基準を満たすと英語
科目の単位が認定されたり、学内特別奨励金を受けること
ができるなどの制度があります。
　最近では、多くの企業が語学力を求めており、自身の英
語力を認識し、英語力を伸ばすことは大変重要です。
　ご子息へぜひ受験を勧めてみてはいかがでしょうか。

　福井工業大学では毎年大学構内でインフルエンザ予防接種を実施しています。令和5年度は2日間
実施し、260人の学生が予防接種を受けることができました。
　予防接種料金は通常3,000円～4,000円かかりますが、学内で受けた場合、後援会より1,000円、
学生健康保険組合より500円の助成があり、1,800円の自己負担のみで受けることができます。
毎年後援会から予防接種料金の助成を受けることができ、感謝しております。
　昨年は全国的に新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ共に同時流行し、学内でも多数の罹患
者が出ました。今年度もこの機会を利用し、自身の感染対策の一助としていただければ幸いです。

※予防接種は予約制です。必ず期日までにお申込み下さい。

　日　　時： 10 月22日（火）　14：00～ 16：00
　 11 月  1  日（金）　14：00～ 16：00
　場　　所： 大学 6号館 1 階　プロジェクトルーム
　料　　金： 1,800 円
　申込方法： manaba　医務室　「インフルエンザ予防接種申込」にて申し込む。
 もしくは医務室にて直接申し込む。
 詳しくは学内掲示、FUTアプリにてお知らせします。

令和5年度 学内特別奨励金受給者

令和6年度前期 実施概要

令和6年度後期  開催予定日

10月19日㈯・11月30日㈯
開催日時等の詳細については、英語の講義時、

または学生サイト「manaba」にて学生へご案内いたします。

 第1回 5月18日（土） 72名

 第2回 7月13日（土） 64名

・ 150,000円 4名 （TOEICスコア900点以上）
・ 80,000円 1名 （TOEICスコア800点以上）
・ 40,000円 3名 （TOEICスコア700点以上）
・ 8,000円 3名 （TOEICスコア600点以上）
・ 5,000円 3名 （TOEICスコア500点以上）

医務室：0776 - 2 9 - 2 6 2 9

医務室よりお知らせ
学内インフルエンザ予防接種を行います。

学 内 インフル エン ザ 予 防 接 種 の お 知らせ
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学食利用促進イベント 実施報告
　令和6年6月10日(月)から6月21日(金)の期間、学食利用促進イベン
トを実施しました。
　学部生全員に学園レストランで利用できる無料の「ランチクーポン」を
FUTアプリで配付し、842名が利用しました。
　元祖唐揚げ丼やラーメンセットの人気が高く、学生からは学食を利用
するよいきっかけになったなどの意見をいただきました。

ご意見やご要望などがあれば教えてください
●新メニューの試食会など。
●クーポンメニューのサイズが並や大のものばかりで、
　食べたくても食べきれないから頼まないことがある。
　小のメニューを追加してほしいです。
●量を多めにしてください。
●またしてほしいです。

FUTアプリをダウンロードし、「クーポン」画面から
お好きなメニューを選択しお使いください。

次回は9月24日（火）～
10月4日（金）実施予定です！

※土日祝除く

Q

大満足 44.1%

満足 23.5%

普通 20.6%

不満 5.9%やや不満 5.9%

学食利用促進イベントの
満足度を教えてください

Q
電気電子情報工学科

機械工学科

建築土木工学科

原子力技術
応用工学科

環境食品
応用化学科

スポーツ健康
科学科

経営情報学科

デザイン学科

学科を教えてくださいQ

いいえ 32.4%

はい 67.6%

このイベントがきっかけで
学園レストランを
利用することが増えましたか？

Q

 種　類 利用者数
 丼 174
 ラーメンセット 132
 カレー 61
 うどん・そば 30
 定食 68
 パスタ 4
 合　　計 469

【令和5年】（第1回）

 種　類 利用者数
 丼 386
 ラーメンセット 158
 カレー 194
 うどん・そば・冷やし中華 104
 合　計 842

【令和6年】（第2回）

満足度

学科

利用
割合
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資 格 取 得 に つ い て
資格は、積み重ねてきた知識や技術を証明できるもの

のひとつです。

資格によっては就職活動の際に、自分の強みをアピー

ルでき、それぞれの学科に応じて、多彩な資格取得を

目指すことができます。

詳細は大学ホームページをご覧ください。

https://www.fukui-ut.ac.jp/career/qualification/

2023（令和5）年度　特別奨励金実績

学内奨学金制度紹介
特待生奨学金
学納金50％減免
対　　象：学部2年次以上または大学院博士前期課程
条　　件：前学期末までの成績 GPA 評価3.80以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと） 

学習奨励金
5万円給付
対　　象：学部2年次以上（大学院は対象外）
条　　件：前学期の成績 GPA 評価3.80以上かつ前学期の修

得単位数が15単位以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

育英奨学金
学納金30~70万円減免
対　　象：学部2年次以上、大学院全学年及び家計急変者
条　　件：保護者の前年度年収が400万円以下かつ前学期末

までの成績 GPA 評価2.70以上または、家計急変事
由が発生した場合

募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）
 家計急変については随時申請（※該当年度のみ適用）

スポーツ特待生奨学金
大会成績等により学納金又は授業料減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り

対　　象：クラブ活動評価選抜による入学予定者または在学生
条　　件：本学の規程による 

災害特別奨学金
学納金等減免又は災害援助金支給
対　　象：入学予定者または在学生
条　　件：被害状況による
募集期間：随時（ただし、被災日より1年以内）

外国留学奨励奨学金
学納金の半額を上限に、渡航費、生活補助費または、留学先の
学費の一部補助
対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年
条　　件：交換留学生または認定留学生として認められた者

大学院進学奨励奨学金
（第1種） 学納金50％減免
（第2種） 国立大学大学院授業料標準額と 

本学学納金との差額を減免
※最大2年または3年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した入学予定者
条　　件：本学の規程による

離島・沖縄県出身者支援奨学金
学納金50％減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り

対　　象：当該地域からの入学予定者
条　　件：保護者が当該地域に居住かつその地域において収

入を得ていること

特別奨励金
奨励金支給
対　　象：在学生
条　　件：取得した資格、修めた大会成績による
募集期間：随時

推薦選抜奨学金
授業料50％減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した志願者（一部入

試区分では希望者のみ）
条　　件：基礎学力検査の合計点が100点満点中70点以上の

得点者

選抜奨学金
（一種）入学金全額免除および授業料全額免除
（二種）入学金全額免除および学納金50％減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：一般選抜Ⅰ期、大学入学共通テスト利用選抜Ⅰ期及

びスカラシップ選抜の志願者
条　　件：入学試験の合計点が一定の基準を満たしている者

のうち成績上位者

高大連携協定校特別奨学金
入学金減免
対　　象： 高大連携協定校に在籍している生徒で、指定校推薦

選抜の入試区分にて出願する者
条　　件：高大連携協定校特別奨学金採用基準を満たしている者

奨学金についての問い合わせ：学務課／☎0776‒29‒7867
修学支援法に基づく奨学金との併用については別途お問い合わせください。

兄弟学費減免奨学金
学納金50％減免  
対　　象：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在学して

いる場合、希望する1名に対して減免 
条　　件：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在学して

いること
募集期間：年1回（4月）

在学生にご兄弟・ご姉妹がいる
保護者様へ

注目！

※修学支援を除く
※申請年度のみ適用
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資 格 取 得 に つ い て
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2023（令和5）年度　特別奨励金実績

資　　格　　名 奨励金 対象者数

TOEIC900以上 ¥150,000 4

第1種放射線取扱主任者 ¥150,000 1

2級建築士 ¥80,000 3

TOEIC800以上 ¥80,000 1

機械設計技術者3級 ¥80,000 1

技術士補（技術士第一次試験） ¥80,000 2

土木技術者（土木学会：2級技術者試験） ¥80,000 1

TOEIC700以上 ¥40,000 3

基本情報技術者 ¥40,000 5

宅地建物取引士 ¥40,000 5

日商簿記検定2級 ¥40,000 4

2級管工事施工管理技士（学科のみ） ¥8,000 1

2級建築施工管理技士（学科のみ） ¥8,000 18

資　　格　　名 奨励金 対象者数

2級電気工事施工管理技士（学科のみ） ¥8,000 1

2級土木施工管理技士（学科のみ） ¥8,000 6

ITパスポート ¥8,000 4

TOEIC600以上 ¥8,000 3

日商簿記検定3級 ¥8,000 2

秘書検定2級 ¥8,000 2

3級 FP技能士 ¥5,000 3

TOEIC500以上 ¥5,000 3

危険物取扱者（乙種全類） ¥5,000 2

商業施設士補 ¥5,000 16

中古自動車査定士 ¥5,000 11

秘書検定3級 ¥5,000 1

総　　　計 103
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企
業
の
採
用
活
動
の
早
期
化
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

最近5か年の就職率と就職先満足度

R6年度版就活手帳の配布

就活手帳の活用

スキャナーの設置

就職関連書籍（R6年度最新版）

ー
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
よ
う
！
ー

　

令
和
６
年
度
卒
業
生
の
就
職
活
動
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
例
年
よ
り

か
な
り
早
期
に
内
定
報
告
が
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
届
く
学
科
も
あ
り

ま
す
。
企
業
の
早
期
人
材
確
保
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
教
員
採
用
試
験
日
が
倍
率
低
下
対
策
と
し
て
、
例
年
よ
り
約
１

か
月
早
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
で
す
。

　

今
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し

た
年
間
行
事
計
画
を
立
案
し
て
い
ま
す
。
今
春
（
令
和
５
年
度
）
卒

業
生
の
就
職
率
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
進
路
決
定
先
へ
の

満
足
度
は
過
去
最
高
値
（
96
・
９
％
）
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
右
肩
上

が
り
の
傾
向
を
よ
り
進
化
さ
せ
る
べ
く
、
今
年
度
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

は
学
生
個
々
の
準
備
レ
ベ
ル
別
に
合
わ
せ
た
講
座
や
、
業
界
別
研
究
会

や
大
学
院
生
に
特
化
し
た
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催
、
出
身
県
や
地
域

と
の
か
か
わ
り
を
配
慮
し
た
企
業
説
明
会
の
開
催
等
、
学
生
の
皆
さ
ん

の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

緻
密
化
と
柔
軟
性
を
加
味
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
（
次
頁
）。

　

ま
た
、
後
援
会
の
補
助
に
よ
り
、
今
年
度
も
就
活
手
帳
を
全
員
に
配

布
で
き
た
こ
と
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
事
務
手
続
き
の
迅
速
化
を
図
る
た

め
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
設
置
で
き
た
こ
と
に
、
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
、
今
年
度
も
図
書
館
か
ら
の
協
力
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
就
職
関
連
書
籍
（
就
活
関
連
本
）
は
最
新
の
も
の
（
Ｒ
６

年
度
版
）
が
多
数
取
り
揃
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
い
に
有
効
活
用
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

 

島 

田
　
茂

キャリアセンター就職支援課

99.8

96.9

99.2
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就職支援プログラム
学年 内　　　　容

1年
・GPS アカデミック（自己分析Web テスト）
・特別講座開講説明会（全学年対象）

2年
・業界研究セミナー（県内企業見学バスツアー）
・キャリアリーダーズキャンプ（3年次も対象）
・就職ガイダンス

3年

・就職ガイダンス
・進路希望調査及び個別指導
・GPSアカデミック（自己分析 Webテスト）フォローアップガイダンス
・留学生ガイダンス
・業界・企業研究会
・就職試験対策講座
・学内合同企業研究会
・学内個別企業研究会（仕事セミナー）
・インターンシップガイダンス
・海外インターンシップ

4年
・個別指導
・学内個別企業説明会
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令和6年度

【保護者個別懇談会について】
Q.本日の教員との個別懇談について

●今後も親子共々どうぞ宜しくお願い致します。
●親世代が学生の頃に比べると格段に手厚くサポートしてくださって有り難
く思っています。資格の助成も学生のモチベーション向上に繋がり、良い
取り組みだと思います。
●いろんな話が聞けて良かったです。
●学生のための御尽力ありがとうございます。
●学生に対して手厚くサポートしていただいていることがわかりました。あ
りがとうございます。

十分満足できた
93.8%

まあ満足できた
6.2%

福井工業大学 保護者懇談会開催報告

Q.就職支援講座の満足度について教えてください
　 ※石川会場・富山会場のみ実施

●就活のことなど男の子なので詳しく話
してくれないので良くわかった。少し相
談に乗れそうです。
●予定時間50分のところ、短くなってし
まったのが残念でした。もう少しじっく
りとお話をお聞きしたかったです。
●大変参考になりました。現在の就職活
動の状況や本人はもとより保護者の心
構えを知ることができて参加して本当
に良かったと思っています。このような機会をいただきありがとうございました。
●最近の就活がわかって良かったです。
●毎年変わる就活状況がよく分かりました。
●親の就職に対する気持ちを丁寧に聞いて頂き、本人と相談しながら決めて行くことにア
ドバイスをいただけ、有難く思いました。
●親世代とは全く違う就活について知ることができて良かったです。積極的に早めに動か
なければならないことについて、手遅れになったら怖いと感じました。しかし、知ってお
くことで応援できるので、支えになりたいと思いました。ありがとうございました。

満足度100%

Q.保護者個別懇談会へ参加を決めた理由について

0 5 10 15 20 25

子供の大学の様子が気になったから

勉強等について不安なところがあるから

教員（担当教員）と話がしたかったから

自宅から近くの会場での開催だったから

就職や資格の状況について知りたいから

奨学金や学費について知りたいから

HP、後援会会報で開催を知り、興味をもったから

学生生活について知りたかったから

卒後の進路について相談したかったから
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保護者アンケート

　今年度は昨年と同様、地方会場にて対面での地区懇談会を実施しま
した。5月には本学において開催、6月にはオンライン開催及び石川県と
富山県において開催し、延べ54名の参加をいただきました。また、地方
2会場においては、「就職を取り巻く環境と保護者の役割」と題しまして、
就職支援講座も実施しました。
　大学生になりますと、教職員や保護者と情報を交換する機会が少なく
なり、大学の教育および各種支援の状況、子供の大学生活の状況、将来
についての不安を抱く方は少なくありません。教員との個別面談を通し
て、安心した様子の保護者の姿が随所で見受けられました。
　来年もアンケート等を参考に、充実した内容で地区懇談会を開催する
予定です。皆様のご参加をお待ちしております。

　令和6年6月8日（土）、金沢商工会議所にて石川地区保護者懇談会が開催されました。当日は、大学側からは池田副学長より、
福井工業大学が掲げる「2050年大学」のテーマのもと、約30年後の未来を創り社会の中心を担う人材を育成するための福井
工業大学の取り組みや教育方針についてのご説明がありました。続いて、後援会 廣瀬会長より保護者懇談会事業、学生活動
推進事業、広報・通信事業、並びに講演会事業のそれぞれについて詳細な活動状況のご説明がありました。続いて、同窓会 
山下石川県支部長より石川県支部の活発な活動内容についてご説明をいただき、子供たちの将来を見据えた教育や様々な活
動を行ってくださっていることを改めて実感しました。
　次に就職支援課 鷲田課長より、現在の就職状況や、業界研究会、企業見学ツアー、数多くの就職ガイダンスなど様々なキャ
リア支援活動についてご説明があり、理解を深めることができました。
　また、株式会社キャリアエイド 相田様から「就職を取り巻く環境と保護者の役割」と題して、大きく様変わりした就職活動
スケジュールやその内容、企業の採用動向や内定が出る人と出ない人との行動の違い、保護者としての支援等についてご講演
をいただき、今の就活と親世代の就活の違いを知り、子供へのサポートの在り方を考えさせられました。
　地区懇談会の後半は、対話型で開催し、質問や意見に対して、その場で先生が回答し、在校生保護者様との良い交流の機
会となりました。
　この福井工業大学地区懇談会は、ご子息・ご息女の修学状況、学業成績、大学生活、就職等についてご参加の保護者の皆
さまと先生が個別に懇談いただける貴重な機会です。多くの方にご参加いただき、ご子息・ご息女が実りある大学生活を送る
ための一助としていただければ幸いに存じます。

石川地区懇談会開催報告 後援会副会長　山 田  英 信

10：00 開会の辞・出席者紹介
10：05 大学代表者挨拶
10：15 後援会代表挨拶
10：20 教育報告会
10：50 同窓会活動報告
11：00 就職報告会
11：10 就職支援講座　（石川会場）株式会社キャリアエイド
 　　　　　　　（富山会場）株式会社マイナビ
12：00 質疑応答
13：00 保護者個別懇談（1人当たり約30分）
15：00 受付終了

タイムスケジュール（石川・富山会場）

福井会場（対面) 27組
福井会場（オンライン) 11組
石川会場 4組
富山会場 12組
 ※1名で参加の場合も1組と計上させていただいています

保護者参加組数
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後期行事予定
月 日 行　　　事

9月 17日㈫〜 20日㈮ 後期受講登録ガイダンス

24日㈫ 後期授業開始

10月 12日㈯・13日㈰ 大学祭

14日㈪ 大学祭　後片付け

12月 25日㈬〜 冬季休業（〜 1月6日㈪）

月 日 行　　　事

 1月 7日㈫ 授業再開

17日㈮ 大学入学共通テストに
伴う休校日

中旬 学園成人式

上旬〜下旬 卒業研究発表会

 2月 1日㈯〜 春季休業

 3月 14日㈮ 学位記授与式

31日㈪
春季休業終了
学年終了

※上記日程は変更となる場合があります。

ご相談窓口のご案内
　学習・就職・学生生活など、日頃から気に懸かっていることやご心配ごとがございましたら、
お気軽に下記担当課へご相談ください。

問い合わせ先 メールアドレス

総 合 窓 口 0776−29−7864	（庶務 IR課） syomu-u@fukui-ut.ac.jp

学 　 び（教 務 関 係） 0776−29−7865	（学務課） kyomu-u@fukui-ut.ac.jp

0776−29−7870	（図書館） tosyokan@fukui-ut.ac.jp

暮 ら し（学生生活関係） 0776−29−7867	（学務課） gakusei-u@fukui-ut.ac.jp

0776−29−2629	（医務室） imushitsu@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（大学院進学関係） 0776−29−7871	（入試広報課） kouhou@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（ 就 　 職 ） 0776−29−7868	（就職支援課） syusyoku@fukui-ut.ac.jp

大学の研究支援、社会貢献活動、同窓会 0776−29−2661	
（社会連携推進課）0776−29−7834

shakai-u@fukui-ut.ac.jp
futcrc@fukui-ut.ac.jp

セ ン タ ー 管 理 課 0776−29−2671 center@fukui-ut.ac.jp

情 報 メ デ ィ ア セ ン タ ー 0776−29−7873	（情報メディア課） densan@fukui-ut.ac.jp

出　　　　　納（学費納入関係） 0776−29−2821

あ わ ら キ ャ ン パ ス 0776−79−0111

インターナショナルセンター 0776−29−2786（学務課） international@fukui-ut.ac.jp

※発信元や通信の事由が的確でない電子メールに関しましては、お応えしかねる場合がございますのでご了承ください。
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申し込みページ
QRコード

教職員との親睦・交流の場として、保護者個別懇談会を開催いたします。
学修状況、就職、学生生活等についてお気軽にご相談ください。

多数のご出席をお待ちしております。

10/26土
開催時間は後日後援会ホーム
ページにてご案内いたします。

会　　場

参加方法

申込方法

申込期日

福井工業大学　福井キャンパス

事前申込制

福井工業大学　庶務 IR課へ
ホームページ（Web）にて
もしくはE-mail にて
E-mail：koenkai@fukui-ut.ac.jp

令和6年10月7日（月）

■	学業、就職、学生生活、大学院進学、
	 カウンセリング等に関する相談について

内　　　　　容

・懇談順は、申込順とさせていただきます。
・教員手配や資料準備等がございますので、
　事前申込をいただきますようお願い致します。
・懇談開始時刻は、10月15日以降に事務局より
　随時連絡を致します。
・オンラインでの面談をご希望の方は、
　別途ご連絡をお願い致します。

令和6年度

秋季保護者
個別懇談会の
ご案内
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申し込みはコチラ

【参加申込み】
 右記のQRコードよりお申込みください。
【申込締め切り】
 令和6年10月18日（金）

＊申し込み受付後、改めて担当者よりご連絡いたします。なお、ご連絡までお時間がかかる場合がございます。

【申込締め切り】令和6年10月18日（金）

【日　時】 令和6年10月26日（土）　13：00～15：00

【対　象】 1年生から4年生の学生、保護者
 （発達障害、精神障害、身体障害等のある方、
  障害者手帳の有無は問いません）

【参加申し込み】 以下フォームよりお申込みください。
 https://forms.gle/cVLPvd66168mUjB9A

福井工業大学 後援会事務局
TEL：0776-29-7864
E-mail：koenkai@fukui-ut.ac.jp

就職セミナー
令和6年度 福井工業大学 後援会 10月26日土

10:00～
福井工業大学福井キャンパス
福井市学園3-6-1対象者：1～4年生の保護者

障害学生・保護者対象

就職セミナーのご案内
　令和6年4月の障害者差別解消法の改正や法定雇用率の引き上げなど、障害のある方の働く
環境の整備が進んできています。本セミナーでは、ハローワークなど地域の就労支援機関、本
学担当者から、障害学生対象のインターンシップや企業説明会、在学中の支援、また、就職活動、
就職後の支援についての情報やポイントについて、お伝えします。「障害を持って働くこと」につ
いて理解を深め、考える機会ですので、ぜひ、ご参加ください。

●講演企業

前田工繊株式会社
●講 演 者
・人材開発部長
・本学卒業生
　（２０２１年、スポーツ健康科学部卒業）

●題　　目
・人事担当者から見た面接～採用
 について
・学生時代就職活動での苦労話等


